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 【目的】 
カテコールアミンは主に脳、副腎髄質および交感神経に存在する
生体アミンの総称で生体内においてはノルエピネフリン、エピネフ
リン、ドーパミンの 3 種をカテコールアミンと呼び、臨床的に最も
重要となる疾患として褐色細胞腫が挙げられる。その測定において
血漿中のカテコールアミンは一般に高速液体クロマトグラフィー
（HPLC）を用いて行われるが、極性が高く、カテコールアミンの濃
度が低いためにその測定は非常に困難である。HPLC は主にジフェニ
ルエチレンジアミン反応を用いた方法があるが、こちらは測定時間
が長く、血漿使用量が多い、有害なシアン化合物を含む廃液を大量
に排出するなどの欠点が挙げられる。また、今日までに報告された
質量分析法に基づく方法は、HPLC と比較し検出感度が低く、前処理
から測定までの操作が煩雑であるため日常的な使用には適していな
い。本研究の目的は、従来の HPLC や質量分析法による先行研究と
比較し、血漿中カテコールアミン測定のための簡便かつ高感度で正
確な液体クロマトグラフィー三連四重極質量分析（LC / MS / MS）法
を開発し、その分析性能を評価することであった。 
【方法】 
サンプルの前処理には除タンパク法を用いた。実際には血漿 100µL
に内部標準物質を含む酸 25µL を添加することによりタンパク沈殿
させ、上清を 8µL HPLC に注入し、その後質量分析計による分析を
行った。HPLC による分離には高極性物質を保持する親水性相互作用
クロマトグラフィーカラムと親水性化合物を保持するペンタブロモ
ベンジル基を含有するカラムの 2 つの HPLC カラムを使用した。3
種類の移動相を用いて 2 つのカラムを切り替えるカラムスイッチン
グにて夾雑物質の除去とカテコールアミン 3 成分の分離を行った。
次に質量分析計を用いて連続的に測定することによってカテコール
アミン 3 成分を選択的に溶出した。 
【結果・考察】 
本法のバリデーション試験として選択性、再現性、希釈直線性、
および添加回収試験を実施し全ての試験において満足のいく分析性
能が得られた。本法における定量下限は、ノルエピネフリン、エピ
ネフリンおよびドーパミンについてそれぞれ 5pg/ mL であった。 ま
た、実際の患者検体において本法と従来法の HPLC によりカテコー
ルアミン 3 成分の定量を実施しその相関性を確認した。その結果、2
つの方法の間で良好な相関が確認され、実際の臨床検査としての運
用が可能であることが示唆された。さらに本法は従来法と比較し検
体使用量の減少、スループットの向上、有害廃液の発生抑制を実現
した。 
【結論】 
本研究におけるカラムスイッチング法と LC-MS / MS を組み合わ
せた新しいカテコールアミン定量法は、簡便で高感度かつ高精度で
あり、日常的に多検体を取り扱う臨床検査として有用である。 
